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１ 研究の目的 

岡崎市では，自作教材制作委員会という特別委員会が自作視聴覚教材の制作に取り組んできた。そ

の結果，多くの実績を残すことができてきた。しかし，時間外勤務時間の削減要請もあり，時代の流

れとなっている教員の多忙化解消のため，残念ながら，平成２２年度をもって自作教材制作委員会が

解消されることとなった。自作教材制作委員会というバックボーンがあってこそ，撮影対象者の方々

への詳しい取材活動ができ，突っ込んだ内容の教材を作ることができていた。この委員会の解消に伴

って，自作視聴覚教材制作の伝統的な風土が消えゆくことが心配された。学校現場では，各教室には

５０インチの大型デジタルテレビが設置されており，大画面で鮮明な映像資料を提示することが可能

になった。学習者である子供たちが，視線を大型画面に集中し，地域の素材を教材にした自作視聴覚

教材を視聴することで，学習への興味関心をもち，課題を解決したり，理解をより深めたりすること

ができる。このような自作視聴覚教材を進めてきた委員会の解消と，大型のデジタルテレビの活用に

伴う素晴らしい効果から，今まで視聴覚教材に取り組んだ経験のある先生が危機感を抱き，自主研修

組織である「おかざき映像教材制作サークル」を立ち上げることにした。 

自作ビデオ教材の制作にあたり，学習に活用できる地域の素材を取り上げた視聴覚教材（ビデオお

よびマルチメディア）の制作にポイントを絞った。また，この組織は今までの委員会の活動とは違い，

同好の先生が集まった自主研修サークルなので，休日や勤務時間外に集まって活動を進める組織とす

る。時間的に効率性を上げるため，経験者を中心に組織して活動を進めることを考えた。初年度であ

るが，小学校では新しい指導要領が完全実施されることもあり，1 グループ５人～７人ほど，計６グ

ループ編成とした。メンバーは，市内の小中学校の全教員に参加の呼びかけをした。その結果，メン

バー総勢３６人の組織になった。なお，自作視聴覚教材の対象は，岡崎市内やその周辺で，それを素

材としたものの教材化を図る。制作した視聴覚教材は，市内のすべての小中学校へ教材として無料配

布し，活用してもらう。 

このように，今までの自作教材制作委員会の行ってきた教材制作を基盤に，新指導要領や時代に要

請された教育という新たな視点で地域を素材とした教材を制作する活動を存続していくことは，大変

意義のあることである。また，児童生徒にとって，意欲的に学習を進め，知識理解の定着を図るため

には，有効な教材となることであろう。このような考えで，本研究をスタートさせた。 
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２ 研究の実際 

（１）自主研修サークルとしての参加メンバーの募集 

 平成２３年３月から４月にわたって，市内全小中学校に「おかざき映像教材研究サークル」参加を

呼びかけするチラシを配布した。その結果，代表や事務局のメンバーを含め３６名の同好の先生たち

が集まった。教科の専門は，国語，社会，英語，数学，理科，音楽など，教科の枠を超えたバラエテ

ィーに富んだ組織になった。 

この結果，６班編成とし，社会科４教材，理科２教材の教材制作を目指した。社会科も理科もそれ

ぞれ１教材をマルチメディア教材の制作にした。 

（２）班長会の開催（制作教材候補決め） ５月２３日（月） 

 ５月２３日（月），６月初旬の自主研究サークル全体会前に，各班の班長が集まり，制作する教材を

話し合った。小学校では今年度から新学習指導要領が本格実施，中学校では来年度からの実施という

こともあり，新しく学習内容に加わった教材のことも踏まえ，制作する教材を検討した。その結果，

各班以下の（４）のように，自作視聴覚教材を制作していくことにした。 

（３）第１回自主研究サークル全体会の開催（教材研究と制作日程の確認） ６月３日（金） 

 班長会から１０日後，第１回の全体会を開催した。自主研究サークル全員が初めて全員揃う機会と，

班員が今後の制作について教材研究したり制作日程の確認をしたりする会とした。班長会後あまり期

間がなかったが，各制作班の班長は，制作教材予定の素材についてすでに取材をしている。どんな教

材になり得るのか制作のねらいを文書化して班員で検討した。 

 自主研究サークル全体として，今年度の日程を確認した。 

  ・仮編集教材検討会・・・ ９月３０日（金） この日までに教材制作を進める 

  ・本編集教材検討・・・・１１月３０日（金） 仮編集検討会で指摘された部分を含め修正 

  ・教材，各種資料完成・・１２月２８日（水） 制作意図や利用指導案なども完成 

  ・制作教材の配布・・・・・２月１０日（金） 各学校へパッケージにした教材を配布 

（４）各制作班の制作の様子（概略） 

 撮影や編集機材は，助成によって購入したものだけでなく，所属校や個人所有のビデオカメラやパ

ソコンなどの他，岡崎市視聴覚ライブラリーからも借用して制作を進めた。なお，各制作班の制作の

様子は以下のようである。 

◇ Ａ班（ごみの分別と資源のリサイクル） 

   平成２３年４月から，岡崎市に新しいごみ焼却施設が稼働した。今までとは違い，ごみの処理

の様子を詳しく撮影できない。そこで，ごみではなく，再利用できる資源としてごみを考える教

材にした。また，岡崎市がごみ減量対策用に「エコマンダー」というキャラクターを独自に使っ

ている。このエコマンダーとタイアップして，ごみの有効な資源化についての取材，撮影，編集

という流れになった。特に，古紙，ペットボトル，アルミニウムの資源になる過程を撮影するこ

とにした。 
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◇ Ｂ班（昔から受けつがれている産業 八丁味噌） 

   小学校４年生の社会で，伝統的な産業について学習する。そこで，岡崎が発祥の地である八丁

味噌を教材に考えた。八丁味噌は他の味噌作りと違い，大きな桶に大きな丸石を積み上げて醸造

させる。積み上げるには年季の入った職人の技が必要になる。石積み職人の思いと岡崎でなぜみ

その生産が始まったのか。このことも取材で明らかにしていこうと考えた。 

◇ Ｃ班（ジャズの街 ジャズと町おこし） 

   岡崎市図書館交流プラザ（りぶら）に，「内田修ジャズコレクション」がある。岡崎市の医師，

内田修さんがコレクションしていた貴重なジャズの音源などの資料が展示されている。また，町

おこしをジャズで行おうという商店街の取組もある。小学生から高校生までのジャズのビッグバ

ンドも結成された。このような取組から，岡崎とジャズの結びつきについて紹介する教材を制作

していく。なお，学校の教材としては活用が難しいため，社会教育の場で活用できる内容にした。 

◇ Ｄ班（岡崎市内たんけん） 

   小学校３年生の社会科では，市内の特色を１学期に学習する。合併により広くなったことと，

２４年度に郷土読本「おかざき」が改訂されることもあり，映像による市内の特色ある地域を紹

介する教材を制作する。授業では，学校の近くしか見学に行けない。よって，市内の特色ある地

域の様子を１～２分のビデオコンテンツにして，授業で活用できる教材を制作する。中心市街地，

山間部，田畑の広がる地域，工場の多い地域，国道１号や東名高速道路などをコンテンツにする。 

◇ Ｅ班（エネルギー利用） 

   東日本大震災によって，日本のエネルギー活用が転換期を迎えた。新しいエネルギーの活用を

考えるために，時期的にも教材的にも効果的である。岡崎市での水力発電や太陽光発電，さらに

は風力発電などを紹介し，持続発展可能な社会を築くためにどうすればよいのかを問う。 

◇ Ｆ班（プラスチックの性質） 

   新指導要領の実施に伴い，中学校理科でプラスチックの性質を新たに学習する。教科書では実

験があまりなく，知識としての学習になってしまう。そこで，プラスチックの種類により燃え方，

燃焼による二酸化炭素の発生の違い，種類による沈み方の違いなど，いろいろな教材があると学

習に有効活用できる。多くの資料を取り入れたマルチメディア教材を制作する。 

（５）仮編集教材，本編集教材の検討会（９月３０日第２回全体会，１１月３０日第３回全体会） 

 ① 仮編集教材検討会（第２回全体会） 

 各制作班は，夏休みを中心に取材，撮影，編集を進めてきた。９月３０日までに制作が進行したも

のを全体の場で検討し合う仮編集教材検討会を行った。制作班だけでは視野の狭い教材になってしま

いがちである。自主研修サークル全体で教材を見合い，良い点や改善点を出し合ったり，他の制作班

の教材を視聴したりすることで，教材全体のレベルが高まる。仮編集教材検討会では，撮影が間に合

わなかった個所もあるが，コンテが出来上がっており，それを参考にしながら，辛口の意見が多くで

た（意見は参加者がコメント記入用紙に書いてそれぞれの制作班に渡す形式）。活用する授業者として

の立場や，教材としてどのように素材を解釈するのかなど，意義のある意見があり，本編集教材の制
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作に生かすことができるものばかりであった。 

 ② 本編集教材検討会（第３回全体会） 

 仮編集教材検討会での意見を参考に，自作教材の手直しを進めた各制作班。本編集教材検討会まで

２か月の期間ではあったが，校務が忙しく，無理をして制作を進めてきた。そして一応のめどとして

教材が完成した。３回目の全体会は，完成した教材の披露と簡単な修正について参加者が意見を出し

合った。最終的に１２月末までに簡単に手直しできる内容について，各制作班が修正を進めた。 

（６）自作視聴覚教材の完成（１２月２８日）と配布のための作業 

１２月２８日，各制作班が若干の修正を加えた教材と，制作意図，活用指導案例などの資料を集約

して制作班の活動を終えることができた。 

制作した教材を全小中学校に配布する作業は，１月に行った。ビデオ教材４点を１枚のＤＶＤビデ

オにする。マルチメディア教材はそれぞれ１つずつのパッケージにする。ＤＶＤのコピー作業やレー

ベル印刷，パッケージ印刷などを，研究サークルの企画部が分担し

て作業を進めた。 

（７）自作視聴覚教材の配布（２月１０日） 

 配布用に出来上がった自作視聴覚教材のパッケージを，２月１０

日に配布することができた。この日は，岡崎市内の各学校の学習情

報の担当者が１年のまとめの会のために集まる。その場を利用させ

てもらい，各学校へパッケージずつ配布することができた。 

３ 自作視聴覚教材の内容 

（１）Ａ班「エコマンダーと探る ごみのゆくえ 

 ―ごみから資源へ―」 

                       ビデオ教材 対象 小４社会  １０分２０秒 

本教材では，いわゆる「３分別」とよばれる資源物のゆくえを大きく取り上げ，きちんと分別すれ

ば資源として生かせることを学ぶ教材である。また，今年度に新設された中央クリーンセンターも紹

介されている。終末部には，毎日の生活の中で３Ｒ（リデュース，リユース，リサイクル）を通して

ごみを減らすことにより，住みよい岡崎市をつくる協力をしてほしいというメッセージが込められて

いる。作品のコンセプトとしては，「教師・児童ともに分かりやす

く，使いやすい教材」を心がけた。岡崎市ごみ対策課の環境啓発

マスコット「未来環境創造戦士 エコマンダー」を登場させるこ

とで，子どもたちの興味・関心を引きつけ，視聴できる工夫をし

た。本教材を通して，子どもたちの意識をごみ対策行政の工夫や

努力に向けさせ，さらに深く学ぶためのきっかけとなればと考え

る。そして，最終的には自分たちの生活を見直し，一市民としてごみ減量や環境美化に協力・貢献す

る意識をもち，ごみを減らす実践的な行動にまで結びつくことを願う。 
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（２）Ｂ班「八丁味噌 ―岡崎で受けつがれる伝統の技―」 ビデオ教材 

                             対象 小４社会  １０分５９秒 

岡崎では，大豆と塩と水のみで作られる豆味噌「八丁味噌」が古くから作られてきた。八丁味噌は，

桶狭間の戦いにて徳川家康の兵食に使用され，江戸時代に全国にその名が知れ渡った。そして，岡崎

市八帖町で現在に至るまで脈々と続いてきた伝統産業となった。現在，八丁味噌を製造している会社

は２軒。この２軒が「八丁味噌」の称号を名のることができる味噌を製造している。その２軒のうち

1337 年創業の「株式会社まるや八丁味噌」は，岡崎城の西へ八丁離れた場所で現在も八丁味噌を作り

続けている。 

昨今，機械を使って大量に仕込むことができるようになった八

丁味噌づくり。しかし，機械ではなく職人の手が，八丁味噌のシ

メの味を決めている。一つに，木桶の大豆麹を踏み固め，余分な

空気を抜く作業である。そして，木桶に石を積む作業である。一

人前の職人になるまで長い年月が必要である。その石積みには，

二人の職人がいる。染次一郎さんと弟子の山本裕大さんだ。機械化が進む中，二人の職人としての誇

りを感じながら作業する姿を表現した。地域の伝統を守り，受け継ぐ努力に気付かせる視点を，授業

の中で子どもたちに持たせたいと願っている。 

（３）Ｃ班「ジャズの街 岡崎」 ビデオ教材 対象 社会教育  １０分３２秒 

岡崎市は，ジャズの街として様々なところでジャズに親しんでいる。しかし，ジャズの街と呼ばれ

るようになった理由を探ると，ある方の活動が大きく影響していることに気付く。その方の名前は，

内田修（うちだおさむ）さん。岡崎市で生まれ育ち，ジャズ愛

好家として知られた開業医の内田さんは，自身の病院にスタジ

オを建設し，ジャズの演奏がいつでもできるようにした。また，

集めた数多くのレコードを，他の人にも聴いて欲しいと願い，

1993 年に岡崎市に寄贈した。このことをきっかけにして，岡崎

市では，図書館交流プラザ「りぶら」に「内田修ジャズコレク

ション」と題してジャズ専用のコーナーを設けたり，年に一度「岡崎ジャズストリート」というイベ

ントを開いたりした。また，子どもだけのジャズバンド「Beanzz」を結成して，次の世代を担うミュ

ージシャンの育成に力を注いでいる。内田さんの活動をきっかけに，岡崎が「ジャズの街」と呼ばれ

るようになった過程を，この作品で表現した。 

（４）Ｄ班「岡崎市内たんけん」マルチメディア教材 対象 小３社会 

社会科の授業が始まる 3 年生の学習では，まずはじめに「学区たんけん」，次に「岡崎市内たんけん」

と，身近な地理についての学習が行われる。学区の様子については，実際に見て回ることができるの

で，土地利用の様子を把握しやすい。しかし，岡崎市内の様子となると，見学に行ける場所も限られ

てくる。そこで，郷土読本「おかざき」で扱っている土地利用の様子について映像に収め，ショート

ムービー集を制作した。それぞれの映像は，教室に設置されている大型ディスプレイで鮮明に映し出
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せるよう，ハイビジョンカメラで撮影をした。また，各授業の導

入，あるいは学習内容の補足として活用できる映像を，ショート

ムービーに収めた。さらに，ナレーションやテロップによる解説

を入れたものと，解説が入っていないものの 2 種類を用意した。

これは，学習のまとめとして，解説入りの映像を見せたり，解説

なしの映像を見せながら教師自身が解説を加えながら授業を進め

たりと，授業者がより使いやすくなるように工夫した。この作品と，子どもたちが制作する立体地図

を効果的に組み合わせることで，地理学の基本を効果的に学ぶことができるのではないかと考えてい

る。 

（５）Ｅ班 『エネルギーと共に生きる』 ビデオ教材 対象 中学校２年理科  １０分２０秒 

 平成 23 年３月 11 日 14 時 46 分，東日本を中心に北海道から九州地方にかけての広い範囲で震度６

弱～７を観測した。「東日本大震災」である。震災は，人々の心に大きな傷跡を残した。しかしそれ

だけにとどまらず，平成 23 年夏，地震の被害による電力不足とい

う事態を引き起こすこととなり，日本全国に「節電」の呼びかけ

がおこった。この機会に電気エネルギーを中心として，大切なエ

ネルギーについて考え直すことは非常に意義深いと考えた。 

 理科の２分野「地球の明るい未来のために」の３章「たいせつ

なエネルギー資源」では，電気エネルギーに視点を当て，様々な

方法による発電の仕組みを学ぶ。それぞれの発電方法は，教科書で図示されているだけである。そこ

で本教材の中では，理科室にある物を使って火力発電，水力発電を実際に行う。その映像を見ながら

少しでも発電に関して具体的なイメージを持てることを狙っている。また，新しい発電にも着目をし

ていく。実際に使われている風力発電や太陽光発電，バイオマス発電を取り上げる。既存のエネルギ

ーと新しいエネルギーを織り交ぜながら電力を確保し，同時に単なる節電ではなく，電気エネルギー

を越えたすべてのエネルギーを効率よく使い，将来にわたって安定したエネルギー供給をする必要が

あることに気づかせたい。その第一歩として，普段の生活の中で省エネルギーを心がけていくことが

大切であることにも気づかせたい。 

（６）Ｆ班『プラスチックの性質を調べよう』 対象 中１理科 マルチメディア教材 

 近年，自動車部品から日用品にいたるまで

金属に代わり，プラスチックが使われる機会

が多くなってきている。また，プラスチック

の種類はとても多く，それぞれに性質も違っ

てくる。日進月歩で技術革新が行われている

現在において，子供たちの将来を考えると，

プラスチックの性質を知り，金属との違いを

学ぶことは，これから先さらに大切になって
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いくのではないかと考えた。 

 本ソフトは，授業での補助となるような教材の制作を目指した。基本的には，生徒自らがパソコン

を操作し，授業で学んだ内容を確認しながら，より深く学習できるように，制作してある。また生徒

の行った実験結果が，おもわしくなかった場合，教師が全体へ再度確認用に使ったり，実験結果だけ

を短時間にまとめて視聴したりできる。対比や実験時間の短縮の貢献を考えて本教材を制作した。 

地元のプラスチックを扱う企業として，ユニチカやササノ合成に協力をいただき，実際にプラスチ

ックが活用されている場面を見られるようにした。この教材を通して，生徒たちがより身近になって

きたプラスチックに対する抵抗感を減らし，科学的に考える楽しさを味わえるようになってくれるこ

とを願っている。 

 

４ 研究の成果と課題 

（１）研究の成果 

 岡崎市の教材制作の風土である地域の素材を教材化した自作視聴覚教材の制作が，研究助成によっ

て今年度，新たなスタートを切ることができた。限られた制作活動の時間ではあったが，６つの教材

を制作し，各学校へ配布できたことは，大変意義がある。各学校では，授業に合わせ，配布された教

材を有効活用することを願っている 

（２）研究の課題 

 同好の士の集まりの自主研修サークルであるので，人材確保が課題である。異動や各学校の校務の

状況により，制作に費やす時間も変動してくる。もっとたくさんの参加者を得て，みんなで分担して

制作できるようになることを願う。 


